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≪授業の概要≫
１.授業の概要
　日本の中小企業は、事業所数で９９．７％、従業者数で７９．９％を占め（ともに０４
年）量的に多数派を形成している。それとともに、

「モノつくり」の土台、「人間らしい働き方」「生きがい」の提供、地域経済振興の柱な
ど日本経済にとって欠かせない存在となっている。

しかし、アメリカのサブプライムローン問題、東日本大震災やＥＵの金融財政危機を契機
に世界経済はかつて無い不況に陥っている。その中

で日本経済は「原油安、株安、円安」により、未曾有の混乱に陥っている。その中で日本
の中小企業も倒産は減少したものの「休廃業」の増

加などにより開廃業が逆転し、課題は多い。今「アベノミクス」　により景気回復と評価
されているが、「日本経済の主役」の中小企業の現

状を把握し、その経営危機の打開の道を探り、日本経済の建て直しの方法を探る必要があ
る。本講義ではこうした観点で、日本の中小企業の

現状・課題を分析し、来るべき将来を展望することを課題としている。
１．日本の中小企業の現状
２．日本の中小企業の役割
３．日本の中小企業経営危機打開の方策
４．日本の中小企業の構造的特徴
５．中小企業の本質研究（存立論、形態論、分野論）
６．グローバル化と下請再編成
７．中小商業と流通規制緩和
８．中小企業の創業と革新
９．中小企業政策研究
１０．地域経済と地場産業の振興
２.評価方法
出席、レポートなどにより総合的に成績評価する。

≪テキスト≫
渡辺他『２１世紀中小企業論（第３版）』有斐閣、２０１３年９月。

≪参考書≫
適宜紹介する。
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